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授業における「問い」の問題 
―対話主義授業論の立場から― 

宮崎清孝（早稲田大学） 
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 授業が対話的なものであるために教師・教材・

生徒間に教師と生徒が教材の「真理性について対

等の権利を持つ」（Bakhtin, 1995）三項関係が必

要であると考える立場からは，授業の中で存在す

る「問い」の性質を問うことが重要な研究課題と

なる。この点で大きな問題提起となったのが

Mehan（1979）による授業の中の教師の問いには

教師が既に答えを知っている known information 
question が多いという指摘である。これに対して

対話主義的な授業論の流れの中では，教師側も答

えを知らない問いの存在と重要性が指摘されてい

る。だがそれらはまだ少数で，このような問いの

性質と，発見の過程についてさらに検討を進める

ことが必要であり，この発表ではそのための道筋

を探る。 
対話主義的な授業論の中で 

 教師も答えを知らない問いの存在が対話主義的

な授業で重要な理由は，それが生徒と教師が教材

について「対等の権利」を持ちつつ探求し，学習

していく焦点になるからである。教師が生徒と同

じように教材について学ぶべきであるという主張

は対話主義的な授業論で多くなされているが，問

いに焦点化している者は少ない。Wells（1999）
は教師の役割の一つとして生徒に thought 
provoking question の提供を挙げる。また Lampert 
（1995）は教師の責任として「議論のための問題

を選ぶ」ことを挙げる。その問題を彼女は 「生

産的思考を要する構造化された問題 」と呼ぶ。

これら二つはいずれも学習者にさまざまに考えさ

せるための問題という点からの特徴づけであり，

教師にとっての意味についてはまったく触れてな

い。それと異なるのが Nystrand,et.al.（2003）の

authentic question である。これは教師が前もって

決めた答えを持っていない質問であり，彼はその

例として情報を求める質問と，特定の答えを持た

ない open-end の問いを挙げる。 
日本の実践知の中で 

 同様に宮崎の「教師にとっての未知の問い」

unknown question という概念も，はじめは（宮

崎,2005）教師にとっても答えが未知で探求される

べきものとしてある問いとして特徴付けられた。

ただそこでは教師と教材の関係のみが焦点化され

たが，日本の教師の実践知の中にはさらに生徒項

もそこに絡めて問いを考える考え方もある。塚本

（2014）は教師から見ると誤りである生徒の答え

の中に，実は教師のそれとは異なる問いがあり得

るし，教師がその発見をすることが重要だと考え

る。こうなると「教師にとって未知の問い」は，

答えだけではなく，問いの存在自体が教師にとっ

て未知だったものも含むことになる（Miyazaki, 
2013）。 

理論枠組みについて 

 問いの性格とその発見の過程は認知心理学的に

は「問題発見」過程の問題である。ただ心理学的

研究は Getzels(1979)以降あまり進展がない。むし

ろ解釈学者 Gadamer（2008）の「問いと答えの弁

証法」論での「問いの地平」という考えが役に立

つだろう。 
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